
（各課様式１） 

予 算 要 求 資 料 

令和４年度当初予算   支出科目 款：総務費 項：防災費 目：防災総務費 

事業名 防災タウンミーティング開催事業費 

（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください） 

       危機管理部 防災課 地域支援係 電話番号：058-272-1111（内 2746） 

                   E-mail：c11115@pref.gifu.lg.jp 

 

１ 事業費   2,400 千円（前年度予算額：2,400 千円） 

＜財源内訳＞  

区 分 事業費 

財    源    内    訳 

国 庫 

支出金 

分担金 

負担金 

使用料 

手数料 

財 産 

収 入 
寄附金 その他 県 債 

一 般 

財 源 

前年度 2,400 0 0 0 0 0 0 0 2,400 

要求額 2,400 0 0 0 0 0 0 0 2,400 

決定額 2,400 0 0 0 0 0 0 0 2,400 

 

２ 要求内容 

（１）要求の趣旨（現状と課題） 

近年、地球規模での気象変動の影響により、災害のリスクの高まりが指摘

されている中、本県おいては平成３０年７月豪雨災害に続き令和２年７月豪

雨災害おいても甚大な被害を受けたところであり、迅速かつ安全な避難のた

めの課題等が浮き彫りになった。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響により、県民の生活様式の変化と

ともに、災害への備え方にも変化が生じているところである。 

こうしたことから、多様化かつ激甚化する災害に対して、県民一人ひとり

が災害への備えについて考え、自ら身の安全を守る「自助」の意識・知識の

向上を図るため、一層防災啓発に取り組む必要がある。 

 

（２）事業内容 

地域の特性に即した防災啓発事業として「防災タウンミーティング」を県

内の各地域で行い、県民の一層の防災意識・知識の向上による「自助」意識

の高揚を図るとともに、地域における「共助」意識の向上や実践につなげて

いく。 

 



（３）県負担・補助率の考え方 

   県主催のため県負担 

 

（４）類似事業の有無 

   無 

 

３ 事業費の積算内訳 

事業内容 金額 事業内容の詳細 

報償費 820 講師報償費 

旅費 263 講師旅費等 

需用費 933 消耗品費、印刷製本費、燃料費 

委託料 90 各種セミナーの設営撤去、運営業務委託料 

使用料及び賃借料 294 会場使用料、有料道路使用料 

合計 2,400  

 

 決定額の考え方  

 

 

 

 

（１）各種計画での位置づけ 

  ・岐阜県強靱化計画 

   第６章 計画の推進 

   （別紙２）施策分野ごとの脆弱性評価 

    10）地域づくり・リスクコミュニケーション 

    （防災教育の推進） 

     ○県民の自助実践を促進する「災害から命を守る岐阜県民運動」に

ついては、「命を守るためのとっさの行動」を重点テーマに実施し

ているが、各家庭での防災対策が重要であることから、さらなる取

組みが必要である。 

  



事 業 評 価 調 書（県単独補助金除く） 
□  新 規 要 求 事 業  

■  継 続 要 求 事 業 

 

１ 事業の目標と成果 

（事業目標） 

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか 

 継続的に県民の災害に対する自助意識の向上と実践を進める。 

（目標の達成度を示す指標と実績） 

指標名 
事業開始前 R2 年度 

実績  

R3 年度 

目標  

R4 年度 

目標  

終期目標 

(R )  

 

達成率 

タウンミーティング

参加者数 

－ 305 名 1200 名 1200 名 1700 名 18％ 

 

○指標を設定することができない場合の理由 

（これまでの取組内容と成果） 

令
和
２
年
度 

・取組内容と成果を記載してください。 

自分たちの住む地域の特性に応じた防災の講演や、図上訓練等のワークショッ

プ、災害・避難カードの作成など、身近で、参加者が体験し、自ら考える内容を

取り入れて計画した。ただし、感染予防のため多くの計画が中止された。 

令
和
３
年
度 

令和５年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

令
和
４
年
度 

令和６年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

  

 

 



２ 事業の評価と課題 

（事業の評価） 

・事業の必要性（社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断） 
 ３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない 

(評価) 

２ 

集中豪雨や南海トラフ地震への懸念が高まっており、これらの災

害に備え、命を守る防災意識・知識の向上を図るため、一層防災

啓発に取り組む必要がある。 

・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか） 
 ３：期待以上の成果あり 

２：期待どおりの成果あり 
 １：期待どおりの成果が得られていない 
 ０：ほとんど成果が得られていない 

（評価） 

２ 

アンケートでも好評で、自分の住んでいる地域での災害の危険性

が認識できた、毎年開催してほしいとの声があり、多くの県民に

その地域に即した内容の啓発や、防災意識の向上を図ることがで

きた。 

・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか） 
 ２：上がっている １：横ばい ０：下がっている 

(評価) 

２ 

市町村と協力をすることで、経費を抑え開催することができ、さ

らに、地域に即した内容の防災啓発をより多くの県民にすること

ができた。 

 

（今後の課題） 

・事業が直面する課題や改善が必要な事項 

命を守る防災意識・知識を維持・向上するためには、繰り返し、継続して実

施していくことが必要。 

 

（次年度の方向性） 

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今

後どのように取り組むのか 

引き続き事業を継続しつつも、マンネリ化を防止するため最新の防災知識の

普及啓発を着意し、地域特性に即して内容を創意工夫し、防災意識・知識の

維持向上を図る。 

 

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果） 

組み合わせ予定のイベント

又は事業名及び所管課 

 

【○○課】 

組み合わせて実施する理由

や期待する効果 など 

 

 


